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春
か
ら
夏
に
か
け

て
、
空
を
勢
い
よ
く
飛

び
回
る
ツ
バ
メ
の
姿
に

心
が
な
ご
む
。
ス
ピ
ー

ド
あ
る
飛
行
姿
は
見
て

い
て
気
持
ち
が
良
い
。

鳴
き
声
も
よ
く
耳
に
届

く
。「
土
食
て
虫
食
て
渋

い
」
と
鳴
い
て
い
る
そ
う
だ
が
、

繁
殖
期
に
な
る
と
、
そ
の
鳴
き
声

が
よ
く
聞
か
れ
る
▼
ツ
バ
メ
は

穀
物
を
食
い
荒
ら
す
虫
な
ど
を
食

べ
る
た
め
、
昔
か
ら
「
益
鳥
」
と

し
て
大
切
に
扱
わ
れ
、
殺
し
た
り

雛
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁

ず
る
慣
習
が
人
々
の
間
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
ツ
バ
メ
は
、
カ
ラ
ス
な
ど

の
天
敵
を
避
け
る
た
め
に
人
家
の

出
入
り
口
な
ど
人
目
の
つ
く
場
所

に
巣
を
作
る
。
そ
の
た
め
、
人

の
出
入
り
が
多
い
象
徴
と
し
て

「
商
売
繁
盛
」の
印
と
も
い
わ
れ
た

よ
う
だ
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
人
間
に

温
か
く
接
し
て
も
ら
え
る
鳥
は
い

な
い
だ
ろ
う
▼
人
間
か
ら
好
意
的

に
見
ら
れ
る
ツ
バ
メ
だ
が
、
迷
惑

な
の
は
「
フ
ン
害
」
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
も
人
間
の
方
が
譲
歩

し
て
、
フ
ン
害
を
蒙こ

う
む
ら
な
い
工
夫

を
こ
ら
す
こ
と
が
多
い
。
段
ボ
ー

ル
紙
で
フ
ン
取
り
を
作
っ
た
り
、

出
入
り
口
に
注
意
書
き
を
張
っ

た
り
と
、
ツ
バ
メ
優
先
の
日
常
で

あ
る
▼
8
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
頃

か
ら
、
子
育
て
を
終
え
た
ツ
バ
メ

た
ち
は
、
南
方
へ
と
旅
立
つ
。
そ

の
頃
に
な
る
と
、
人
間
た
ち
も
秋

に
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
る
。

ツ
バ
メ
た
ち
は
人
間
に
名
残
を
惜

し
ま
れ
な
が
ら
去
っ
て
い
く
が
、

今
年
は
、早
く
去
っ
て
欲
し
い
も
の

が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

だ
。「
越
冬
ツ
バ
メ
」な
ら
ぬ「
越
冬

ウ
イ
ル
ス
」
に
な
っ
て
居
座
ら
れ

る
の
は
御ご

め
ん免
蒙
り
た
い
も
の
だ
。

　
宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百

年
大
遠
忌
御
祥
当
法
要
は
、

3
日
の
御
祥
当
逮
夜
法
要
を

伝
教
大
師
御み

影え

供く

、
4
日
の

御
祥
当
法
要
を
常
行
三
昧
、

5
日
の
御
祥
当
後
法
要
を

胎
蔵
界
曼
荼
羅
供
で
厳
修

し
た
。

　
当
初
は
、
3
日
に
教
宗
派

の
代
表
者
、大
乗
連
盟
、伝
教

大
師
連
盟
の
方
々
に
よ
る

随
喜
、
4
日
は
宗
務
所
長
の

出
仕
と
宗
機
顧
問
、
門
跡
大

寺
、
法
灯
護
持
会
、
魅
力

交
流
委
員
の
参
列
。
そ
し
て

5
日
は
一
般
参
拝
者
に
も
開

放
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
内
容
を

一
部
変
更
し
て
営
み
、
当
初

か
ら
決
ま
っ
て
い
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ

配
信
を
通
じ
て
各
寺
院
や
自

宅
か
ら
の
随
喜
を
事
前
に
呼

び
か
け
て
い
た
。

　
祥
当
日
前
日
の
3
日
は
、

森
川
宏
映
天
台
座
主
猊
下
を

大
導
師
に
、
延
暦
寺
一
山

住
職
が
出
仕
。
内
陣
須し

ゅ

弥み

壇だ
ん

中
央
に
奉
安
さ
れ
た
伝
教
大

師
御
影
に
、
功
績
を
讃
え
た

祭
文
が
朗
々
と
奉
じ
ら
れ
た
。

　
ご
命
日
の
4
日
は
、
午
前

中
に
御
廟
の
浄
土
院
で
論
義

法
要
「
長
講
会
」
が
執
り
行

わ
れ
、
午
後
か
ら
祥
当
法
要

を
厳
修
。根
本
中
堂
か
ら
分
灯

さ
れ
た
不
滅
の
法
灯
を
先
頭

に
出
仕
僧
ら
が
入
堂
し
、
大

導
師
の
森
川
天
台
座
主
猊
下

が
法ほ

っ
そ
く則
で
伝
教
大
師
に
報
謝

を
捧
げ
ら
れ
た
。

　
最
終
日
と
な
る
5
日
の
御

祥
当
後
法
要
は
、
大
樹
孝
啓

探
題
大
僧
正
を
大
阿
闍
梨
に

天
台
宗
・
延
暦
寺
両
内
局
員
、

延
暦
寺
一
山
住
職
の
出
仕
で

勤
め
ら
れ
、
宗
祖
へ
の
恩
徳

が
示
さ
れ
た
。

　
4
日
の
祥
当
法
要
で
挨
拶

し
た
阿
部
昌
宏
宗
務
総
長
は

「
人
々
を
救
済
す
る
た
め
に
、

最
澄
さ
ま
は
私
た
ち
、
そ
し

て
皆
さ
ま
の
側そ

ば

に
お
ら
れ

ま
す
。
共
に
正
し
い
修
行
に

努つ
と

め
、
自
ら
の
心
の
中
の
仏

性
を
磨
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

す
べ
て
の
人
び
と
に
呼
び
か

け
た
。

　
十
年
間
に
亘
る
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
掉ち
ょ
う
び尾
を
飾
る
宗
祖
伝
教

大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
御
祥
当
法
要
が
6
月
3
日
～
5
日
、
比
叡
山

延
暦
寺
大
講
堂
に
お
い
て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

感
染
防
止
対
策
と
し
て
出
仕
や
随
喜
者
数
を
制
限
し
た
が
、
法
要
の

模
様
は
3
日
間
と
も
に
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
全
国
中
継
を

実
施
。連
日
の
法
要
で
は
伝
教
大
師
の
遺
徳
を
偲
ぶ
「
伝
教
大
師
和
讃
」

が
唱
え
ら
れ
、
宗
祖
へ
の
報
恩
謝
徳
が
示
さ
れ
た
。


